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4
6
年
奈
良
市
生
ま
れ
。
音
楽
評
論
家
。

東
京
音
楽
大
学
講
師
。
新
聞
、雑
誌
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
放
送
な
ど
で
世
界
各
地
の
音
楽
を
紹

介
し
て
い
る
。
著
書『
に
ほ
ん
の
う
た
』『
ギ
タ
ー

は
日
本
の
音
楽
を
ど
う
変
え
た
か
』（
以
上
、
平

凡
社
）、『
ロ
ッ
ク
』（
講
談
社
）、『
毎
日
ワ
ー
ル
ド・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
』（
晶
文
社
）、
編
・
著
書
『
事
典 

世
界
音
楽
の
本
』（
岩
波
書
店
）、『
世
界
は
音
楽

で
で
き
て
い
る
』（
音
楽
出
版
社
）、『
て
る
り
ん

自
伝
』（
み
す
ず
書
房
）、『
細
野
晴
臣 

エ
ン
ド
レ

ス
・
ト
ー
キ
ン
グ
』（
平
凡
社
）
な
ど
多
数
。

 1    

 1 エッセイ　千字文
  アフリカの音楽と洗練
	 	 北中 正和

 2	 特集　
	 	 武器をアートに
 2  「武器をアートに」展によせて　𠮷田 憲司

 4  「武器の玉座」から「いのちの木」へ
	 	 	クリストファー・スプリング

 5  エコ＆ピース・プロジェクト
   ―日本からモザンビークの平和構築を支える　竹内 よし子

 7  アートのちから　高橋 雅子

 8  カンボジアの社会復興と伝統芸能　福岡 正太

 9  日本版武器よさらば　木下 直之

 10  似たモノさがし

武器の世界――お命頂戴つかまつる
丹羽 典生

 12  みんぱくInformation

 14  地球ミュージアム紀行

大韓民国歴史博物館
朝倉 敏夫

 16   多文化をあきなう

「買ってもらう」から「売れる」フェアトレードへ
髙津 玉枝

 18  フィールドで考える

太陽系外惑星の観測―ハワイ、マウナケア山
眞山 聡

 20  人間学のキーワード

イスラーム復興
藤本 透子

 21  異聞逸聞

「野球大国」ドミニカの秘密
窪田  暁

 22   制服の世界、世界の制服

ハノイの街の秩序をつくる「色」
寺戸 宏嗣

 24 次号予告・編集後記

月刊

10月号目次

　

二
〇
世
紀
以
降
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
屋
台
骨
を
支

え
て
き
た
の
は
ア
フ
リ
カ
の
音
楽
だ
と
い
う
と
、
意
外
な

顔
を
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ア
フ
リ
カ
の
音
楽
と
言
わ
れ

て
も
、
き
ち
ん
と
聞
い
た
こ
と
が
な
い
、
知
ら
な
い
と
い

う
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
か
ら
だ
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
に
も
お

な
じ
み
の
洋
楽
の
ジ
ャ
ズ
や
Ｒ
＆
Ｂ
や
サ
ル
サ
や
サ
ン
バ

は
、
い
ず
れ
も
新
大
陸
や
カ
リ
ブ
海
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア

フ
リ
カ
の
音
楽
が
出
会
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
だ
。
Ｊ
ポ
ッ

プ
の
大
半
も
そ
ん
な
洋
楽
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
間

接
的
に
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
ア
フ
リ
カ
の
音
楽
に
由
来

す
る
リ
ズ
ム
の
感
覚
を
グ
ル
ー
ヴ
と
い
う
言
葉
で
説
明
し
、

あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
直
接
的
な
例
も
あ
る
。
た
と
え
ば
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
ド
ン
・
オ
マ
ー
ル
・
フ
ィ
ー
チ
ャ
リ
ン
グ
・
Ｄ
Ｊ
ル

セ
ン
ゾ
の
「
ダ
ン
サ
・
ク
ド
ゥ
ロ
」
と
い
う
曲
を
探
し
て

み
て
ほ
し
い
。
過
去
三
年
間
で
約
四
億
六
千
万
回
と
い

う
驚
異
的
な
再
生
数
の
こ
の
曲
に
は
、
ア
ン
ゴ
ラ
の
ダ
ン

ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
「
ク
ド
ゥ
ロ
」
の
リ
ズ
ム
が
使
わ
れ

て
い
る
。

　

世
界
的
に
最
も
有
名
な
ア
フ
リ
カ
の
曲
は
、
一
九
六
一

年
に
ア
メ
リ
カ
の
ト
ー
ケ
ン
ズ
が
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
「
ラ
イ

オ
ン
は
寝
て
い
る
」だ
ろ
う
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル『
ラ
イ
オ
ン・

キ
ン
グ
』
で
も
お
な
じ
み
の
こ
の
曲
の
原
曲
は
一
九
三
九

年
発
表
の
南
ア
フ
リ
カ
の
ポ
ッ
プ
ス
で
「
ム
ブ
ー
ベ
」
と

い
う
。
ア
メ
リ
カ
で
は
「
ウ
ィ
モ
ウ
ェ
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
民
謡
扱
い
さ
れ
て
い
た
こ
の
曲

の
作
者
が
ソ
ロ
モ
ン
・
リ
ン
ダ
で
あ
る
こ
と
が
ア
メ
リ
カ

の
法
廷
で
認
め
ら
れ
た
の
は
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
と

い
う
ひ
ど
い
話
も
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
、
南
ア
フ
リ
カ
特

有
の
コ
ー
ラ
ス
の
音
楽
が
い
ま
で
は
こ
の
曲
に
ち
な
ん
で

「
ム
ブ
ー
ベ
」
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。 

　

今
年
の
フ
ジ
・
ロ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
に
マ
リ

共
和
国
の
バ
セ
ク
・
ク
ヤ
ー
テ
＆
ン
ゴ
ニ
・
バ
と
い
う
グ

ル
ー
プ
が
出
演
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
バ
ン
ジ
ョ
ー

の
元
に
な
っ
た
ン
ゴ
ニ
と
い
う
弦
楽
器
を
大
小
組
み
合
わ

せ
て
彼
ら
は
素
晴
ら
し
い
ポ
ッ
プ
ス
を
作
り
出
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
彼
ら
の
音
楽
を
聞
い
て
、
素
朴
で
伝
統
的
な

ア
フ
リ
カ
の
民
謡
は
素
晴
ら
し
い
と
思
う
人
も
い
る
ら
し

い
。

　

た
し
か
に
彼
ら
の
音
楽
に
は
西
洋
の
音
楽
の
よ
う
な

和
声
や
メ
ロ
デ
ィ
の
複
雑
さ
は
な
い
し
、
楽
器
も
ち
が
う
。

し
か
し
リ
ズ
ム
の
組
み
合
わ
せ
は
西
洋
の
音
楽
よ
り
は
る

か
に
複
雑
で
、
そ
こ
に
は
高
度
な
文
化
が
感
じ
ら
れ
る
。

従
来
ソ
ロ
で
弾
か
れ
て
い
た
伝
統
楽
器
を
合
奏
す
る
の
も

現
代
的
で
ポ
ッ
プ
な
行
為
だ
。
ひ
と
く
ち
に
現
代
化
や

洗
練
と
言
っ
て
も
、
そ
の
過
程
や
方
法
は
ひ
と
つ
で
は
な

い
。
ア
フ
リ
カ
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
ぼ
く
は
そ
ん
な
こ

と
も
学
ん
だ
気
が
す
る
。


